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Something
NEWS
ふるさと

第⑥回

◆第37回電設工業展（JECA FAIR）
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00（初日は10：30から・最終
日は16：30まで）▷会場：東京ビ
ッグサイト西1・2ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷主催：一般
社団法人日本電設工業協会/問合
せ先：03-5413-2163（事務局）

◆自治体総合フェア2019
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00▷会場：東京ビッグサイ
ト西3ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷主催：一般社団法人日
本経営協会/問合せ先：03-3403-
1338（事務局）

◆バイオマスエキスポ2019
会期：6月5日（水）～ 7日（金）▷
開催時間：10:00 ～ 17:00▷会
場：東京ビッグサイト青海展示
棟（東京都江東区青海1丁目2番
33）▷参加費：1,000円（事前登録
者、招待券持参者、中学生以下
は無料）▷主催：バイオマスエキ
スポ実行委員会、日刊工業新聞

社/問合せ先03-5644-7221（日刊
工業新聞社総合事業局イベント
事業部）

●第13回 イワタニ水素エネルギーフォーラム
「水素社会実現に向けた国内外の最新動向」
＜東京大会＞会期：2019年4月15日

（月）▷開催時間：12：00 ～ 17：00
（開場：12：30 ～）▷会場：東京プリ
ンスホテル 2階『鳳凰の間』（東京
都港区芝公園3-3-1）▷参加費：無料
▷主催：岩谷産業株式会社/問合せ
先：フォーラム事務局03-5405-5932

●「O&M丸ごと立上げパック」活
用研修
会期：2019年4月17日（水）～ 19
日（金 ）▷ 開 催 時 間：10:00 ～
18:00（オンサイト研修：10:00
～ 17:00）▷会場：17日・18日サ
ニー貸会議室（東京都千代田区内
神田3-4-11）／ 19日［オンサイ
ト研修］株式会社アルシス（栃木
県那須塩原市唐杉100-7）▷参加
費：［会員］1研修20,000円、2研
修38,000円、3研 修55,000円 ／

［非会員（賛助団体所属）］1研修
35,000円、2研 修67,000円、3研
修98,000円／［非会員］1研修
45,000円、2研 修85,000円、3研

修123,000円▷主催：一般社団法
人新エネルギー O&M協議会/問合
せ先03-5809-3366

●ラプラスセミナー「太陽光発電
システム シミュレーション／設
計支援ソフトSolar Pro、その他」

【京都会場】会期：2019年4月19日
（金）▷開催時間：14：30 ～ 17：30
▷会場：ラプラス・システム京都本
社（京都市伏見区京町1-245）▷概要：
ラプラス・システムの製品やソリュ
ーションなどを紹介するセミナー▷
参加費：無料（要事前申込）▷申込
先：annai@lapsys.co.jp

【東京会場】会期：2019年4月26日
（金）▷開催時間：14：30 ～ 17：30
▷会場：ラプラス・システム東京支
店（東京都新宿区新宿2-3-10 新宿御
苑ビル4階）▷概要：ラプラス・シス
テムの製品やソリューションなどを
紹介するセミナー▷参加費：無料

（要事前申込）▷申込：annai@laps
ys.co.jpまで
▷主催：株式会社ラプラス・システ
ム/問合せ先：営業部：＜京都＞075-
604-4741 ／＜東京＞03-6457-8026

●小水力発電入門セミナー
会期：2019年4月25日（木）▷開催
時間：①小水力ことはじめ13：30

～ 15：00②小水力発電設備のあ
らまし15：15 ～ 16：45▷会場：
全国小水力利用推進協議会事務所
セミナー室（東京都豊島区巣鴨2-1
1-4第三高橋ビル８階）▷対象：小
水力発電の概要、仕組み等につい
て初心者の方を対象▷参加費：当
協議会団体正会員の役職員、個人
正会員3,000円、当協議会団体賛
助会員の役職員、個人賛助会員
5,000円、会員以外の方6,000円▷
申込問合せ先：全国小水力利用推
進協議会（電話03-5980-7880もし
くはメールseminar@j-water.org）

●FCDIC第26回燃料電池シンポジウム
会期：2019年5月23日（木）・24日（金）
▷会場：タワーホール船堀（東京都
江戸川区船堀 4-1-1）▷参加費：一
般参加者＝早期割引料金（4月22日
迄）8,000円・通常料金（4月23日以
降）10,000円など各種あり要確認▷
主催：一般社団法人燃料電池開発情
報センター（FCDIC）/問合せ先：03-
6206-0231（FCDIC内）

●第56回 日本伝熱シンポジウム
会 期：2019年5月29日（水 ）～ 31日

（金）▷会場：あわぎんホール 徳島
県郷土文化会館（徳島県徳島市藍場
町2丁目14番地）▷参加費：早期申

込（～4月5日）会員・一般1万2,000
円など各種あり要確認▷主催：公
益社団法人日本伝熱学会/問合せ
先：symp2019@htsj-conf.org

●エナジー・ストレージ・サミッ
ト・ジャパン（ESSJ）2019
会期：2019年6月4日（火）～6日（木）
▷概要と開催時間：4日[エグゼク
ティブ・デイ（招待者のみ）] ／ 5
日[会議・公開セミナー ]9:00 ～
18:00（ネットワーキング・レセプ
ション18:00 ～ 19:30）／ 6日[蓄エ
ネ施設見学ツアー ]8:30 ～ 17:00

（人数制限あり）※全て日英通訳付
き▷会場：東京国際フォーラム（東
京都千代田区丸の内3丁目5-1）／
見学ツアー（チャーターバスでの
移動。早稲田大学スマート社会技
術融合機構（ACROSS）EMS新宿実証
センター／セブンイレブン相模原
橋本台１丁目店ほか予定）▷参加
費：5日（1日券）18,000円（税別）／
6日サイトツアー 20,000円（税別）
主催：株式会社メッセ・デュッセ
ルドルフ・ジャパン/問合せ先03-
5210-9951（ESSJデスク）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
展示会
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特
急
北
斗
13
号
で
函
館
を
発

ち
、
北
海
道
新
幹
線
は
や
ぶ

さ
30
号
で
新
青
森
ま
で
、
在

来
線
特
急
つ
が
る
６
号
に
乗

り
換
え
大
館
を
通
り
秋
田
ま

で
、
つ
ぎ
に
羽
越
線
で
酒
田

ま
で
、
ま
た
乗
り
換
え
て
鶴

岡
ま
で
が
、
３
月
10
日
の
旅

程
。
８
時
間
の
鉄
道
の
旅

は
、
東
京
か
ら
函
館
へ
の
一

直
線
の
旅
と
は
鉄
道
車
両
、

路
線
、
地
域
事
情
が
異
な
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
体
験
し

た
。函

館
発
の
特
急
は
混
ん
で

い
た
が
、
北
海
道
新
幹
線
の

席
は
空
席
が
ほ
と
ん
ど
。
函

館
か
ら
上
京
す
る
人
は
飛
行

機
が
多
い
た
め
、
ま
た
青
函

ト
ン
ネ
ル
を
超
え
て
青
森
へ

の
用
件
が
な
い
た
め
だ
ろ
う

か
。
が
、
新
青
森
で
乗
り
換

え
た
秋
田
行
き
の
在
来
線
特

急
は
混
ん
で
い
た
。
夕
方
の

秋
田
～
酒
田
の
普
通
列
車
は

座
席
定
員
通
り
。
夜
の
酒
田

～
鶴
岡
ま
で
は
、
一
車
両
に

妻
と
２
名
で
寂
し
い
。
故
郷

の
現
実
を
、
知
ら
さ
れ
た
。

▼
酒
田
と
北
前
船

鶴
岡
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
宿

泊
。
翌
朝
は
小
雨
模
様
で
あ

っ
た
が
、
昨
夜
通
っ
た
酒
田

に
出
か
け
た
。

酒
田
と
い
え
ば
本
間
家
、

日
本
一
の
地
主
で
あ
っ
た
。

北
前
船
で
年
貢
米
を
運
び
財

を
成
し
た
。
酒
田
～
下
関
～

瀬
戸
内
海
～
大
坂
（
い
ま
の

大
阪
）
～
江
戸
ま
で
の
長
距

離
の
西
廻
り
航
路
も
あ
っ
た
。

駅
中
の
観
光
案
内
所
で
、

情
報
を
得
た
。
ま
ず
、
観
光

案
内
に
は
必
ず
載
っ
て
い
る

「
山
居
倉
庫
」
へ
。
明
治
維

新
後
、
旧
荘
内
藩
主
の
酒
井

家
が
庄
内
米
の
集
積
と
保
存

を
目
的
と
し
て
酒
田
米
穀
取

引
所
の
付
属
倉
庫
と
し
て
建

造
し
た
。
12
棟
の
米
倉
庫

で
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い

る
。
コ
ン
ベ
ア
の
な
い
時

代
、
船
と
の
米
の
荷
運
び

は
、
女
た
ち
が
背
負
っ
て
運

ん
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
お
し

ん
』
の
頑
張
り
は
、
こ
こ
で

入
港
し
た
と
い
う
。
北
前
船

で
天
下
の
台
所
大
坂
は
じ
め

全
国
と
つ
な
が
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
る
。
北
前
船
の
帰

り
、
上
方
か
ら
は
塩
・
茶
・

木
綿
な
ど
、
北
か
ら
は
海
産

物
や
材
木
な
ど
が
運
ば
れ

た
。
同
時
に
、
各
地
の
文
化

が
集
ま
り
湊
町
文
化
が
酒
田

に
形
成
さ
れ
た
。
雛
人
形
も

そ
の
一
つ
で
、
訪
ね
た
三
月

の
時
期
に
は
、
酒
田
の
観
光

先
に
は
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て

い
た
。

▼
酒
田
と
言
え
ば
本
間
様

本
間
家
別
邸
「
清
遠
閣
」

は
、
庄
内
藩
主
を
迎
え
る
施

設
で
、
立
派
な
日
本
庭
園
を

望
む
座
敷
に
も
多
く
の
雛
人

形
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
な
か

に
は
、
幅
２
間
、
８
壇
の
座

敷
を
占
有
す
る
も
の
も
あ
っ

た
。
隣
接
し
た
本
間
美
術
館

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ

て
い
る
雛
人
形
の
種
類
・
品

質
・
点
数
に
は
驚
く
。
本
間

家
の
栄
華
の
現
れ
、
文
化
へ

の
造
詣
を
伝
え
て
い
る
。

い
ま
か
ら
１
５
０
年
前
、

我
が
国
に
大
き
な
変
革
が
起

き
た
。
尊
王
攘
夷
論
、
公
武

合
体
、
大
政
奉
還
、
明
治
維

新
、
戊
辰
戦
争
と
論
争
や
策

略
や
闘
争
が
あ
っ
て
、
終
結

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
歴
史

は
古
今
東
西
、
人
間
の
頭
と

心
の
葛
藤
が
妥
協
す
る
ま
で

大
き
な
犠
牲
や
時
間
を
要
す

る
。
現
在
の
局
面
で
は
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
存
続
か
の

決
着
劇
と
し
て
み
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
の
出
来
事
は
、

国
際
化
の
時
代
、
対
岸
の
火

事
で
は
な
く
、
我
が
国
に
も

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に

な
る
。

今
回
訪
ね
た
函
館
、
鶴
岡

は
ま
さ
に
、
戊
辰
戦
争
の
北

海
道
、
東
北
で
の
決
着
劇
の

舞
台
の
地
で
あ
っ
た
。
東
北

社
は
、
１
９
７
６
年
（
昭
和

51
年
）
に
設
置
さ
れ
た
。
境

内
に
は
南
洲
翁
と
庄
内
藩
中

老
の
菅
実
秀
が
並
ぶ
銅
像
が

あ
る
。
ま
た
「
敬
天
愛
人
」

の
石
碑
が
鎮
座
し
て
い
る
。

当
日
は
、
副
理
事
長
と
面

談
し
、
資
料
や
逸
話
を
お
聞

き
し
た
。
こ
の
地
で
は
、
西

郷
先
生
や
南
洲
翁
と
呼
ぶ
。

南
洲
翁
の
自
筆
の
書
は
じ
め

多
く
の
資
料
が
あ
る
。
鹿
児

島
で
は
空
襲
で
多
く
を
焼
失

し
た
の
で
、
現
存
資
料
の
点

数
は
、
荘
内
南
洲
会
は
じ
め

庄
内
の
方
が
多
い
と
い
う
。

同
会
で
は
、
毎
月
、
遺
訓
の

素
読
と
講
究
の
行
事
を
行

い
、
南
洲
翁
の
思
想
と
教
え

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

会
で
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ

現
実
化
し
て
い
な
い
。
酒
田

の
こ
の
周
辺
に
は
合
致
す
る

か
と
考
え
、
現
地
調
査
に
タ

ク
シ
ー
を
走
ら
せ
た
。
当
地

に
は
、
現
在
14
基
の
風
車
が

稼
働
し
て
い
る
が
、
地
元
と

相
談
し
、
い
つ
の
日
か
実
現

し
た
い
と
、
夢
を
膨
ら
ま

し
、
酒
田
の
旅
を
終
え
た
。

で
の
局
面
に
は
、
酒
田
の
本

間
家
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。「
本
間
様
に
は
及
び
も

せ
ぬ
が
、
せ
め
て
な
り
た
や

殿
様
に
」
は
、
鶴
岡
を
郷
里

と
す
る
筆
者
が
子
供
の
こ
ろ

か
ら
耳
に
し
た
フ
レ
ー
ズ
で

あ
っ
た
。

庄
内
藩
は
、
鶴
岡
に
本
藩

の
「
鶴
ヶ
城
」、
酒
田
に
支
城

の
「
亀
ヶ
城
」
が
あ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
の
折
に
も
、
本
間

家
の
財
政
支
援
に
よ
り
近
代

兵
器
を
装
備
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
か
、
新
政
府

軍
の
東
征
大
総
督
府
参
謀
の

西
郷
隆
盛
は
、
恭
順
を
伝
え

た
庄
内
藩
に
は
予
想
外
に
寛

大
な
降
伏
措
置
を
摂
っ
た
。

こ
れ
に
感
激
し
た
庄
内
藩

主
や
家
老
た
ち
は
、
西
郷
に

帰
依
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

総
勢
76
名
の
志
士
た
ち
が
、

鹿
児
島
に
出
か
け
西
郷
の
教

え
を
乞
う
た
の
だ
っ
た
。

▼
荘
内
南
洲
会

鹿
児
島
で
の
西
郷
の
教
え

を
纏
め
て
出
版
し
た
の
が
、

鍛
え
ら
れ
た
。

江
戸
時
代

の

記

録

に

は
、
川
船
も

入
れ
て
３
０

０
０
隻
の
船

が
酒
田
湊
に

『
南
洲
翁
遺
訓
』
で

あ
る
。
情
勢
が
落
ち

着
い
た
１
８
９
０
年

（
明
治
２
３
年
）
の

こ
と
。
こ
の
遺
訓
を

無
料
頒
布
し
て
い
る

荘
内
南
洲
会
の
会
員

で
も
あ
る
筆
者
は
、

荘
内
南
洲
会
の
本
拠

地
を
訪
ね
た
。
同
地

に

は
、「

南

洲

神

社
」
が
あ
る
。
同
神

▼
酒
田
北
港
風
力
発
電

酒
田
に
は
、
も
一
つ
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

酒
田
北
港
は
日
本
の
オ
ン

シ
ョ
ア
風
力
発
電
の
端
緒

で
も
あ
る
。
現
地
に
は
灯

台
を
兼
ね
た
展
望
台
が
あ

る
。
筆
者
は
、
ナ
セ
ル
の

真
下
に
展
望
室
を
持
つ
大

型
風
車
を
設
置
す
る
提
案

を
、
国
連
防
止
会
議
や
学

往時の山居倉庫（模型）

5俵の米俵を背負って運搬

南洲翁自筆の書「敬天愛人」


